説教要旨「香油をぬる・髪の毛で拭う」
聖書：ヨハネ１２章１－８
12:1 過越祭の六日前に、イエスはベタニアに行かれた。そこには、イエスが死者の中からよみがえらせたラザロがいた。

12:2 イエスのためにそこで夕食が用意され、マルタは給仕をしていた。ラザロは、イエスと共に食事の席に着いた人々の中にいた。

12:3 そのとき、マリアが純粋で非常に高価なナルドの香油を一リトラ持って来て、イエスの足に塗り、自分の髪でその足をぬぐった。家は香油の香りでいっぱいになった。

12:4 弟子の一人で、後にイエスを裏切るイスカリオテのユダが言った。

12:5 「なぜ、この香油を三百デナリオンで売って、貧しい人々に施さなかったのか。」

12:6 彼がこう言ったのは、貧しい人々のことを心にかけていたからではない。彼は盗人であって、金入れを預かっていながら、その中身をごまかしていたからである。

12:7 イエスは言われた。「この人のするままにさせておきなさい。わたしの葬りの日のために、それを取って置いたのだから。

12:8 貧しい人々はいつもあなたがたと一緒にいるが、わたしはいつも一緒にいるわけではない。」
　イエス・キリストは死人のラザロをよみがえらされました。この大きなみ業はユダヤ人指導者に大きな衝撃を与えます。イエスがこのような大きな奇跡を行なう人であれば、民衆が彼についていくかもしれない。そうなると彼らが持っていた特権が失われるかもしれないと恐れたのです。大祭司カイアファはそのような心配する最高議会に対して、心配するな、ローマが彼を始末してくれる、われわれが手を汚さないで済むし、厄介なものは消え去る。結構なことではないかと、キリストを殺害する計画を軌道に乗せようとします。
しかし、キリストはこのような人間的な策略を回避して、荒れ野に逃れてしまわれます。それから、しばらく時間が過ぎ、過越祭の６日前、エルサレム近くのベタニヤに戻ってこられます。過越祭はニサンの月１４日は金曜日とすれば、６日前は安息日になります。この慌しい中、ベタニヤに到着し、マルタ、マリヤの家に入られます。マルタは一所懸命接待をしています。その席には復活したラザロも同席していました。
　ヨハネはその様子を詳しく記しません。むしろ、マリヤがした奇異な行動を詳細に記しています。このマリヤの行動は、名は挙げられていませんが、マタイ２６章６－１３、マルコ１４章３－９にも記されています。行なわれた時間も若干違いますし、マタイ、マルコではシモンという人の家であったと記されていますが、大枠ではほぼ同じ事件を記録しているように思われます。
ところが、似た物語がルカ７章３６－５０にも記されています。新共同訳聖書はヨハネのこの部分の表題にルカを挙げていないのは適当だと思います。というのは明らかに時間が違います。ルカはキリストの宣教の始めの時期に位置づけています。なによりもルカに記されている場面では、女性は罪の女とされています。ラザロの姉妹であるマリヤは罪ある女とはどこにも記していません。ちなみにルカの女性はマグダラのマリヤだという通説もありますが、マグダラのマリヤは七つの霊を追い出してもらったといわれるだけで（ルカ８章２）、悪霊つきという病気を癒していただいたのであって、罪を犯していた女性であったという解釈は根拠がありません。
　マリヤのしたことが記されていますが、当時の習慣などからすると、マリヤの行動は大変突拍子もないものであったことが分かります。

　まず、純粋で高価なナルドの香油１リトラをイエスの足に塗ったと記されています。ナルドの香油というのは、ナルドという、ヒマラヤ山脈の３０００メートルから５０００メートルの高地に生育する甘松香のことで、松類から採取される樹脂をオリーブ油に溶かし込んだもので、とてもいい香りがする香油です。遠いところから運ばれてくる香料ですからたいへん高価なものであったのはいうまでもありません。１リトラは約３２６グラムにあたりますが、３００デナリすると記されています。１デナリオンは労働者１日分の賃金であったことはよく知られています。それを仮に５０００円と計算すると、３００デナリは１５０万円になります。このような高価な香油は現在の香水と同じように、一度に数滴使えば十分です。ところがマリヤは一挙に１リトラを使っていますが、こんなことは通常するはずもありません。
　そして、香油は祝いのときに使います。今、食事は過越前の夕食です。しかもおそらく安息日の食事です。まったく香油を使うのにふさわしくありません。普通は結婚式やそのほか祝いの席に出る人、特に女性に使うものです。それをイエスの足に塗っています。香油は足には普段は塗らないものです。例外はありますが、それは遺体に塗る場合です。
それから、油注ぎというユダヤにはとても重要な儀式が行なわれます。そのときは確かに大量の香油も使われます。王、大祭司、そして、預言者が任職されるときにその頭に油が注がれます。ですから、足に塗るのと違います。頭に油を注がれたもの、つまり、メシヤ＝キリストを意味していますが、マリヤは足に塗るのであって、メシヤとして頭に油を注いでいません。香油ではなく、普通の良質の油は乾燥したパレスティナではよく身体じゅうに塗られますが、ここでマリヤがしていることとまったく異なります。
　さらに、マリヤはその髪で塗られた油を拭き取っています。これも奇異な行動であるといわなければなりません。当時、女性は人前で髪の毛を解くというようなことは恥ずべきこととされていました。普段は、女性は長い髪の毛を編んでいました。
　これだけでもマリヤの行動は滅多にされないようなことばかりでした。とてもありえない行動です。何故マリヤはこんな人が見れば驚愕するような行動に出たのでしょうか。居合わせた人は度肝を抜かれたはずです。あるいは非難に値する行動です。事実、そこにいたイスカリオテのユダはマリヤを責めています。
　イエス・キリストはマリヤの行動を責めたり、非難されたりしてはいません。何故なのでしょうか。考えられることはひとつです。キリストは彼女の行動を是認しておられたのです。彼女の行動とは何か。兄弟ラザロの復活を心から喜び、その思いを行動で表わしているのです。
　ひとりの死人が復活するということは驚くべきことですが、また信じがたい出来事です。これを多くの人は目撃しました。しかし、たいていの人はわけが分からないとしていたのではないでしょうか。あれは錯覚ではなかったかとか、実はラザロは死んでいなかったのではないか、仮死状態であっただけでイエスは蘇生させたのだとか、あるいは、説明がつかないことはそれ以上何も問わないことにしようとか、いろいろ自分に説明して、ラザロの復活を完璧に受け入れていなかったのではないかと思われます。
死人の復活などという常識では考えらないことが起きました。今日の私たちの時代の人間ならば、科学的知識に反すると片付けてしまって、それ以上はもう考えないことにするのではないでしょうか。そんなことは信じがたい。そう言ってそれ以上探求することもしません。マリヤは違っていました。彼女の思いをここに記されているような常軌からはずれてしまうような行動で表現しているのではないでしょうか。ラザロは復活したのです。そして、イエス・キリストは死人をよみがえらせる力を持っておられます。キリストは死に対して勝利をなさる方です。このような力を持っている方は他にはいない、それほどまで偉大な存在であると彼女は突拍子もない行為で言い表しているのです。正直にこの驚くべき事実を受け入れ、感謝をしている、その感謝は並外れた行動で表象しているのです。
　彼女にとって復活は現実でした。それはイエス・キリストが実行されたみ業でした。

　彼女の純粋なキリストに対する敬愛と信頼をこのような行動で表されるのですが、批判的な人もいました。それがイスカリオテのユダでありました。彼はこんな無駄なことをするのであればそれを貧しい人に施すべきだといいます。理屈は通っています。そのとおりです。１５０万円を捨てるような行動を誰も是認できるわけがないと思います。ユダがこう言ったのは本心ではないとヨハネは注釈をしています。ユダはイエスのグループでは財布係、つまり、お金をあずかっていた人物です。ところが彼はその財布からお金をくすねていました。それが明らかになるのを恐れて、何とか補填したいと思っていた、だから、マリヤが無駄に多額のお金を浪費するように思われて、その一部をもらいたいと思っただけだとヨハネは報告をしています。そのときのユダの言動の裏側は誰にも分かっていません。すべてが終わってから振り返るとユダの心理はこうであったということなのでしょう。しかし、イエスは、このユダの言葉にご自身の思いを語るようにされています。
　イエス・キリストは、マリヤの行動はご自身の葬りのためであるといわれています。マリヤは足に香油を塗りました。この行為は、遺体に香油を塗る当時の習慣と一致しています。マリヤはもちろんそんなつもりはありません。この時点でイエスが死ぬなどと決してマリヤは思わなかったでしょう。彼女が足に油を塗ったのは、彼女のイエスに対する敬愛、信頼の表現でした。そこまでしてイエス・キリストを愛していることを表そうとしたのですが、実はそれは葬りの備えであったとキリストは喝破されています。
　カイアファがそうでした。彼は何も知らないで、しかし、イエス・キリストの死の意味を言葉にしたのです。キリストの死は多くのもののための死であるといいましたが、それは真理でした。マリヤも彼女はそんな意図を持ってこんな行動に出たわけではありませんでしたが、その行動によってイエス・キリストが間もなく死ぬことを予告していたのです。思いもかけないような仕方でイエス・キリストの死を告知する。これがここで起きていることです。
　キリストは、貧しい人のことにも言及されています。マリヤの行動は貧しい人のことを考慮していないという批判に値するかもしれませんが、それは無視されたり、不要とされたりしてはならないのです。貧しい人のために施しをしなくてもいい、キリストに対して無駄使いも是認されるという暴論をキリストは是認されていません。貧しい人への施しはなされるべきなのです。しかし、今はキリストの死が近づいてきているのです。それは贖いの死です。この贖いがなければ、救いもありえません。当然神の復活の力の表れもありません。キリストは死ななければならなかったのです。そして、その死があってこそ、キリストの救いの業はまっとうされることになります。

　マリヤがした行為は人間的には無駄のように見えて、実は神の救いの業が行なわれる過程での不可欠の働きであったのです。(この項おわり)
　　　

